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【研究の概要等】  
 ES細胞はほぼ無限の自己複製能とあらゆる細胞への多分化能を有する細胞として知

られている。ES細胞を分化培養すると様々な種類の組織の様々な分化段階の細胞が同

時に出現してしまい、目的とする組織幹細胞のみを特異的に作成することは困難であ

った。ヒトES細胞から組織幹細胞のみを特異的に誘導する分子機構の解明は、細胞生

物学など基礎的研究に重要な課題であるのみならず、ヒトES細胞を用いた再生医療の

基盤技術として欠かせないものである。本研究では、ヒトES細胞の至適な培養方法の

確立、各種サイトカインやストローマ細胞のスクリーニングにより神経幹細胞、造血

幹細胞、ヘマンギオブラスト、心筋幹細胞、肝幹細胞などの系列特異的組織幹細胞誘

導培養方法を確立する。また、その過程で特異的に発現する細胞表面抗原分子の同定

とその分子に対するモノクローナル抗体の作成などにより、各種ヒト組織幹細胞の分

離システムを構築し、我々が開発したNOGマウスを用いてヒト組織幹細胞の前方視的同

定を可能にしたいと考えている。さらに、ＥＳ細胞から組織幹細胞へと変化する過程

において、駆動する遺伝子を各組織幹細胞毎に網羅的に解析し、同定された遺伝子の

発現制御による組織幹細胞作成を試みることを目的としている。 

 
【当該研究から期待される成果】  
 ヒトES細胞は自己複製能とあらゆる細胞への多分化能を有している。再生医療を視

野に入れた研究が欧米を中心に爆発的に展開されているが、幸いまだヒトES細胞から

特定の組織幹細胞だけを作成した研究は報告されていない。本研究の成果は、将来の

ヒトES細胞を用いた安全で有効な再生医療の基盤技術開発を通して難治性疾患治療と

いう社会の要請に答えるにとどまらず、ヒトにおける組織発生、再生機構に関する多

くの情報が提供され、新たな学術的研究領域を開拓するものと考えられる。 
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【研究期間】平成19年度－21年度  

        

 
【研究経費】  39,200,000 円      
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